
便利に
身近に

生活交通

もっと

ずっと

－庄原市生活交通ネットワーク再編計画策定－

　　

高
齢
者
や
学
生
な
ど
自
ら
移
動
手
段
を
持
た

な
い
市
民
に
と
っ
て
、
生
活
交
通
は
日
常
生
活

を
営
む
上
で
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
ま

た
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
本
市
で
は
、「
今

は
元
気
で
自
家
用
車
を
運
転
し
て
い
て
も
、
３

年
後
・
５
年
後
は
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
が

増
え
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
必
要
性
が
高
ま
る

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　　

一
方
で
、
過
疎
化
な
ど
に
よ
る
利
用
者
の
減

少
や
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
運
行
経
費
の
増

加
で
、
バ
ス
路
線
の
維
持
な
ど
生
活
交
通
を
支

え
る
本
市
の
財
政
負
担
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

　　

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
便
利
で
効
率
的

な
生
活
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
月
は
生
活

交
通
の
中
心
を
担
う
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
生
活
と
生
き
が
い
を　　　

支
え
る
生
活
交
通

平
日
の
昼
下
が
り
、
口
和
町
の
市
街

地
で
生
活
交
通
（
予
約
乗
合
タ
ク

シ
ー
）
の
利
用
者
を
探
し
て
い
る
と
、
Ｊ

Ａ
口
和
支
店
前
の
ベン
チ
に
座
って
談
笑
す

る
２
人
の
お
年
寄
り
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　
「
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
こ
と
に
つ
い

て
、
話
を
聞
き
た
い
の
で
す
が
…
」
と

声
を
か
け
る
と
、
２
人
は
そ
ろ
っ
て
「
モ

ー
モ
ー
タ
ク
シ
ー
の
こ
と
か
い
の
？
年
寄
り

に
と
っ
て
は
最
高
よ
。
家
に
若
い
も
ん
が

お
る
が
、
仕
事
を
し
と
る
け
ぇ
無
理
が

言
え
ん
。
モ
ー
モ
ー
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
、

自
分
の
好
き
な
よ
う
に
用
事
を
す
る
こ

と
が
本
当
に
楽
し
み
な
ん
よ
」
と
、
笑

顔
が
返
って
き
ま
し
た
。

　

口
和
地
域
で
は
、
和
牛
飼
育
が
盛
ん

な
こ
と
か
ら
、
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
こ

と
を
愛
称
で
「
モ
ー
モ
ー
タ
ク
シ
ー
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
地
域
ご
と
に
週
2
回

程
度
運
行
し
、
事
前
に
事
業
者
へ
予
約

し
て
停
留
所
で
乗
車
し
ま
す
。

　

こ
の
日
も
、
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
、

診
療
所
や
買
い
物
に
来
た
と
言
う
２
人
は

「
今
か
ら
、
モ
ー
モ
ー
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て

帰
る
け
ぇ
、
あ
ん
た
も
乗
り
ん
さ
い
」
と

誘
わ
れ
、一緒
に
乗
車
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
、
夫
を
亡
く
し
た
と
い
う

渋
川
サ
ツ
ヱ
さ
ん
は
、「
以
前
は
、
夫
が

運
転
す
る
自
家
用
車
に
乗
っ
て
用
事
を

し
ょっ
た
が
、
そ
の
移
動
手
段
が
な
く
な

っ
て
初
め
て
生
活
交
通
の
あ
り
が
た
み
が

分
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。
週
に
１
～
２

回
、
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
あ
わ

せ
て
、
市
街
地
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　

約
30
年
前
に
夫
が
亡
く
な
り
、
早
く

か
ら
生
活
交
通
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
三

上
綾
子
さ
ん
は
、「
モ
ー
モ
ー
タ
ク
シ
ー
に

切
り
替
わ
る
３
年
前
ま
で
は
、
バ
ス
停
か

ら
家
ま
で
の
距
離
が
長
く
て
、
荷
物
が

あ
る
と
本
当
に
大
変
じ
ゃっ
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
80
歳
を
過
ぎ
た
高
齢

者
の
利
用
が
増
え
、
自
宅
か
ら
目
的
地
ま

で
の
戸
口
輸
送
の
要
望
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
モ
ー
モ
ー
タ
ク
シ
ー
の
お
か
げ
で
、
長

生
き
が
楽
し
ゅ
う
な
る
。
廃
止
す
る
こ

と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
長
く
運
行
し
て
ほ

し
い
」
と
言
葉
を
残
し
、
２
人
は
笑
顔

で
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

生
活
交
通
は
地
域
住
民
の
生
活
だ
け

で
な
く
、
生
き
が
い
も
支
え
て
い
ま
す
。

単
な
る
移
動
手
段
で
は
な
く
、
住
民
を

幸
せ
に
す
る
「
生
活
幸
通
4

4

」
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　県内の高齢者が関係する交通

事故は、10 年前に比べ約 1.5 倍

に増え、今年 1 月から9 月末ま

でに市内で発生した交通事故の

うち、約 34％は高齢者が関係す

る交通事故です。

　高齢者の中には、自家用車の

他に移動する手段がないと言わ

れる方もおられ、仕方なく運転さ

れているケースがあるのではない

かと感じます。

　今後、バスなどの生活交通網

が整備されれば、高齢者ももっと

安心して外出できるのではないで

しょうか。さまざまな方法を検討し、

よりよい生活交通網が構築される

ことを願っています。

特  集

庄原警察署交通課長●川﨑　哲彦さん

三上綾子さん（左）と渋川サツヱさん（右）

高
齢
者
の
事
故
が

増
え
て
い
ま
す

求められる
サービス
現地ルポ
集落を歩く

The service which is required

75歳以上［女性］
●31%

65～74歳［女性］
●25%

●

●
●

●

●

●

●

15～64歳［女性］
●11%

65～74歳［男性］
●7%

75歳以上［男性］
●4%

性別無回答
●8%

15～64歳［男性］
●14%

資料：H19生活交通に関する市民アンケート

「よく利用する」世代・
性別構成

65歳～

15～64歳

0～14歳

0
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40000

50000

43,149

15,600

22,647

4,870

H17

45,678

15,230

24,680

5,768

H12

48,539
（単位：人）

13,955

27,496

7,088

H7
資料：国勢調査
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Life traffic network reorganization plan

生活交通
ネットワーク
再編計画

市
は
現
状
に
お
け
る
課
題
を
踏
ま
え
、

生
活
交
通
を
将
来
に
わ
た
って
継
続

的
に
確
保
し
て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
、

「
庄
原
市
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編

計
画
」
を
本
年
10
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
２
、５
０
０
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
や
乗
降
調
査
、
17
会
場
で
開
催
し
た

地
域
座
談
会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。ま
た
、

各
地
域
の
自
治
振
興
区
代
表
者
や
学
識

経
験
者
、
交
通
事
業
者
な
ど
で
組
織
す

る
庄
原
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
平
成
20
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
8
年
間
で
す
。

　

こ
の
計
画
を
本
市
の
生
活
交
通
確
保

の
た
め
の
指
針
と
し
、
交
通
空
白
地
域

の
解
消
と
将
来
に
わ
た
っ
て
愛
さ
れ
る
生

活
交
通
の
確
保
に
向
け
て
、
市
民
・
事

業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

12
34

本
市
の
生
活
交
通
バ
ス
は
、
事
業
者

が
運
行
す
る
路
線
バ
ス
と
、
こ
れ

を
補
完
す
る
移
動
手
段
と
し
て
、
市
が

直
接
運
行
す
る
市
営
バ
ス
、
そ
し
て
市

が
運
行
を
依
頼
す
る
廃
止
代
替
バ
ス
と
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

西
日
本
一
の
広
大
な
面
積
で
、
山
間

や
谷
間
に
小
さ
な
集
落
が
点
在
す
る
本

市
は
、
効
率
的
な
バ
ス
運
行
が
困
難
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
で
路
線
を
維
持

　

国
や
県
、
関
係
市
町
が
補
助
金
を
交

付
し
て
路
線
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
の
減
少
や
運
行
経
費
の
増

加
に
伴
い
、
バ
ス
運
行
に
か
か
る
事
業
者

の
赤
字
額
が
年
々
増
加
し
、
こ
れ
を
補

て
ん
す
る
形
で
交
付
し
て
い
る
市
の
補
助

金
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
こ
こ
数
年
、
利
用
者
の
減
少
か

ら
輸
送
量
が
国
や
県
の
補
助
基
準
に
達

し
な
い
路
線
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
分
、

市
の
負
担
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

低
い
収
益
率

　

旧
市
町
内
を
運
行
す
る
地
域
内
生
活

路
線
の
多
く
は
、
幹
線
道
路
か
ら
離
れ

た
集
落
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
運
行
し
て
い
ま

す
。
小
さ
い
集
落
を
対
象
に
し
て
い
る

た
め
、
１
便
あ
た
り
の
輸
送
人
数
が
少

な
く
、
市
営
バ
ス
な
ど
市
運
行
路
線
の

利
用
状
況
は
、
通
学
便
を
兼
ね
る
路
線

で
1
便
あ
た
り
約
5
～
8
人
程
度
の
利

用
、
そ
の
他
の
路
線
で
約
3
～
4
人
程

度
の
利
用
と
な
って
お
り
、
運
賃
も
安
く

設
定
し
て
い
る
た
め
低
い
収
益
率
に
な
っ

て
い
ま
す
。

他
の
政
策
へ
の
影
響
も
懸
念

　

生
活
交
通
バ
ス
に
係
る
市
の
負
担
額

は
、
平
成
18
年
度
で
約
１
億
８
千
万
円

と
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
や
通
園
バ
ス
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
費
用
を
加
え
た
生
活
交
通
の
確

保
に
は
3
億
3
千
万
円
を
超
え
る
金
額

を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
、
路
線

を
継
続
す
る
た
め
の
必
要
な
財
源
の
確

保
が
困
難
と
な
る
ば
か
り
か
、
バ
ス
を
運

行
し
て
い
な
い
地
域
へ
の
拡
充
な
ど
、
新

た
な
対
応
策
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
生
活
交
通
に
係
る
財
政
負
担
の
増

加
に
よ
り
、
他
の
政
策
への
影
響
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。

生活交通バスの種類
庄原市内を運行するバス、乗合タクシーは次の 6 種類に分かれます。
種別 内　　　　容 運行地域

路線バス 乗合バス事業者が運行するバス
庄原、西城、東城、
口和、高野、比和

廃止代替
等バス

路線バスの廃止に伴い、その代替として市がバス事
業者に運行を依頼しているバス

庄原、西城、東城、
高野、総領

地域
生活バス

交通空白地域や交通不便地域で生活交通を拡充す
るため、市がバス事業者に運行を依頼しているバス

庄原、東城

市街地
循環バス

市街地で生活交通と観光交通の利便性を向上させ
るため、市がバス事業者に運行を依頼しているバス

庄原、東城

市営バス
路線バスが運行しない地域で、市が所有する自家用
車により、市がバス事業者に運行業務を委託して運
行するバス

高野、比和、総領

乗合
タクシー

バスの運行が困難な場合に、ジャンボタクシーなどを
用いて、乗合輸送を行うもので、市がタクシー事業者
に運行を依頼するタクシー

西城、口和、比和

種別 見直し基準 基準に該当する場合の対応

路線
バス

経常収益率が 30％未満、または平均乗車密度が 2.0
人未満【基準に該当する系統 30 系統／全 47 系統】

運行目的や利用状況を踏まえ、効率的な運行や路線
の短縮・廃止を含め検討。

その他
市運行
路線

経常収益率が 20％未満、または 1 便あたり平均利
用人数が 2.0 人未満

【基準に該当する系統 103 系統／全 126 系統】

対象路線となる沿線の対象地区（自治振興区など）
と協議し、暫定運行などを経て継続・廃止・運行形
態変更を検討。

見直しの基準

※経常収益率：運賃などの収入を運行などの経費で割り戻した数値。路線バスの 30％未満は県バス運行補助金交付要綱の市町運行路線の

補助基準を参考とし、その他市運行路線の 20％未満は、改正前の県バス運行補助金交付要綱の過疎地域路線の補助基準を参考として設定。

※平均乗車密度：運送収入から換算した 1 便当たりの平均利用者数。2.0 人未満としたのは、乗り合い路線という意味あいから、複数人以

上の利用がある路線を想定し設定。

※基準に該当する系統は、H18.10 ～ H19.9 実績に基づく見直し基準に該当する系統数。

誰もが安心して暮

らすことのできる持

続可能な生活交通

ネットワークの構築

基 本 目 標

持
続
可
能
な
生
活
交
通
体
系
へ

　

生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
計
画
で

は
、
生
活
交
通
の
運
行
に
対
し
て
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、
見
直
し
基
準
を

設
定
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
運
行
に
係
る
費
用
の

80
％
以
上
を
市
が
負
担
し
て
い
る
路
線
、

ま
た
は
１
便
当
た
り
の
乗
客
数
が
2
人

未
満
の
路
線
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
見
直
し

ま
す
。

　

し
か
し
、
見
直
し
基
準
に
該
当
し
て

も
、
た
だ
ち
に
す
べ
て
の
路
線
を
廃
止
・

縮
小
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
該
当
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
と
見
直

し
作
業
を
進
め
る
中
で
、
も
う
一
度
、
本

当
に
必
要
な
生
活
交
通
は
何
か
を
考
え
、

地
域
に
と
って
最
適
な
生
活
交
通
体
系
を

確
保
し
て
い
く
作
業
を
し
て
い
き
ま
す
。

児童生徒や高齢

者など、自家用車

を自ら運転できな

い市民の生活交

通を確保

広域路線と市内広

域路線、地域内生

活路線の連携

集落規模や人口構

成に応じた交通サ

ービスの確保のた

めのルールづくり

事業者・利用者・

市・地域住民の役

割分担と連携によ

る生活交通の維

持確保

　「交通手段がないために

外出できなかったことが

よくある」人の解消を目指

します。

　見直し基準に該当する系統

のうち、通学用ダイヤのない系

統数を全系統数の30％以下と

することを目指します。

目 標 値

基 本 方 針

地域公共交通会議の野原建一会長が審議内容を市長へ報告

■

■

■
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生活交通の
現状と
課題
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生活交通確保にかかる
補助金・
委託料の推移

もっと ずっと
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再
編
計
画
の
策
定
は
、
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
高
齢
者
の
利
便
性
を

高
め
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
が
目
的
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
利

用
者
の
視
点
を
ど
う
生
か
す
か
が
、
地

域
公
共
交
通
会
議
の
主
要
な
議
題
で
し

た
。
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
必
ず
し

も
大
型
バ
ス
で
は
な
く
、
予
約
乗
合
タ
ク

シ
ー
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
運
行

を
地
域
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

意
見
が
出
る
な
ど
、
み
ん
な
で
知
恵
を

出
し
て
、
地
域
住
民
の
利
便
性
を
高
め

よ
う
と
い
う
共
通
の
認
識
が
で
き
ま
し

た
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
分
か
る
よ
う

に
、
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
役
に

な
る
の
は
、
生
活
交
通
バ
ス
を
多
く
利

用
し
て
い
る
女
性
の
高
齢
者
で
す
。
女

性
の
高
齢
者
の
意
見
を
ど
れ
だ
け
具
体

的
な
施
策
に
反
映
で
き
る
か
が
カ
ギ
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

女
性
の
高
齢
者
の
社
会
参
加
が
増
え
れ

ば
、
地
域
が
さ
ら
に
元
気
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
再
編
計
画
は
、
あ
く
ま
で
も

方
針
を
示
し
た
骨
格
で
す
。
こ
の
計
画

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
地
域
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
が
高
ま
る
の

か
、
地
域
で
よ
く
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
の
主
役
は
住

民
で
す
。
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
生
活
交

通
を
確
保
し
、
地
域
活
性
化
の
足
が
か

り
に
し
て
く
だ
さ
い
。

市
運
行
生
活
交
通
路
線
の
う
ち
見

直
し
基
準
に
該
当
す
る
路
線
が

約
8
割
で
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
地
域
が

身
近
な
生
活
交
通
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
地
域
に
と
っ
て
生
活

交
通
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
る
べ
き
で
す
。

　

以
前
、
わ
た
し
は
他
の
自
治
体
で
団

地
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
活
性
化
プ
ロ
ジェク

ト
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
事

務
局
と
し
て
運
行
ル
ー
ト
を
地
元
に
提

案
し
た
と
き
、
地
元
住
民
か
ら
「
こ
の

ル
ー
ト
の
方
が
便
利
が
よ
い
」
と
、
新
し

い
ル
ー
ト
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
利
便
性
が
向
上
す
る
の
か
、

や
は
り
地
元
が
一
番
分
か
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
行
政
が
中
心
と
な
って
生
活

交
通
を
考
え
る
よ
り
も
、
地
域
住
民
自

ら
考
え
る
方
が
地
元
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
の
で
す
。

　

全
国
的
に
は
、
タ
ク
シ
ー
の
共
同
利
用

や
、
地
域
と
事
業
者
が
連
携
し
た
利
用

促
進
活
動
な
ど
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
生
活
交
通
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

生
活
交
通
に
困
って
い
た
地
域
が
自
ら
立

ち
上
が
り
、
行
動
を
起
こ
し
て
実
現
し

た
も
の
で
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と

は
、
自
分
た
ち
で
考
え
行
動
す
る
と
い

う
地
域
の
底
力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
交
通
を
単
な
る
移
動
手

段
と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば

農
産
物
を
運
搬
し
た
り
、
商
業
施
設
や

病
院
な
ど
と
連
携
し
て
バ
ス
の
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
ソ

フ
ト
面
の
施
策
も
充
実
さ
せ
て
バ
ス
に

付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
活
交
通
を
地
域
の
経
済
、
生
活
、
文

化
に
つ
な
げ
て
い
く
地
域
づ
く
り
の
ア
イ

デ
ア
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

再
編
計
画
の
策
定
は
終
わ
り
ま
し

た
が
、
あ
く
ま
で
も
総
論
部
分

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
地
域
や
路
線
ご
と

に
具
体
的
に
ど
う
バ
ス
路
線
を
変
化
さ

せ
て
い
く
の
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

備
北
交
通
㈱
は
庄
原
市
の
か
な
り
の

エ
リ
ア
で
バ
ス
を
走
ら
せ
て
い
ま
す

が
、
高
速
バ
ス
を
除
き
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
路
線
が
市
か
ら
の
運
行
委
託
路
線
で

す
。
運
行
費
用
か
ら
運
賃
収
入
を
引
い

た
全
額
（
赤
字
額
）
を
市
が
負
担
す
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
、
市
が
地
域
住
民

の
足
と
し
て
必
要
な
バ
ス
を
税
金
で
維

持
し
て
い
ま
す
。

　

備
北
交
通
㈱
は
、
運
行
経
費
の
削
減

に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
原
油

価
格
の
高
騰
に
よ
る
運
行
経
費
の
増
加

は
か
な
り
の
金
額
と
な
り
、
市
の
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

市
の
財
政
状
況
を
考
え
た
と
き
、
利

用
者
の
少
な
い
路
線
は
廃
止
を
含
め
た

対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

「
利
用
者
が
少
な
い
の
で
減
便
し
ま
す
」

だ
け
で
は
、
利
用
し
に
く
い
バ
ス
を
ま

す
ま
す
使
い
に
く
く
す
る
だ
け
で
、
将

来
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
あ
わ

せ
た
工
夫
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
毎
日
利
用
し
な
く
て
も
い

い
路
線
は
運
行
曜
日
を
「
月
・
木
曜
日

運
行
」
と
し
て
、
そ
の
日
は
み
ん
な
で

声
を
か
け
合
い
、
誘
い
合
っ
て
バ
ス
に

乗
っ
て
買
い
物
や
病
院
に
行
く
。
運
行

便
数
も
逆
に
増
や
し
て
使
い
や
す
く
す

る
。
普
段
、
外
出
し
な
い
人
も
一
緒
に

外
出
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
れ
る
と
い
う
工
夫
も

一
案
だ
と
考
え
ま
す
。

　

バ
ス
が
走
ら
な
い
地
域
は
、
明
ら
か

に
寂
れ
て
き
ま
す
。
今
の
利
用
者
だ
け

で
な
く
地
域
全
体
で
積
極
的
に
バ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
残
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

旧
口
和
町
は
、
町
議
会
を
中
心
に

持
続
可
能
で
便
利
な
生
活
交
通

を
考
え
よ
う
と
取
り
組
み
、
合
併
前
に

患
者
輸
送
車
か
ら
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー

に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

地
域
ご
と
に
運
行
路
線
や
曜
日
を
決

め
、
各
地
域
と
町
の
拠
点
（
口
和
支
所
、

金
融
機
関
、
医
療
機
関
）
を
結
ん
で
い

ま
す
。
中
心
部
に
は
休
憩
所
を
設
け
、

利
用
者
が
弁
当
を
食
べ
た
り
、
マッ
サ
ー

ジ
器
を
利
用
し
た
り
、
タ
ク
シ
ー
の
発
車

時
刻
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
休
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
暑
い
日
も
寒
い
日
も
安
心
し
て

出
か
け
ら
れ
る
」
と
高
齢
者
に
好
評
で

す
。

　

今
回
、
口
和
地
域
の
住
民
代
表
と
し

て
、
地
域
公
共
交
通
会
議
に
出
席
し
ま

し
た
。
口
和
町
自
治
振
興
区
連
絡
協
議

会
の
会
議
で
は
、
各
自
治
振
興
区
長
へ

状
況
報
告
し
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

出
し
て
、
地
域
の
思
い
を
計
画
に
届
け

よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
生
活
交
通
の
確
保
に

向
け
て
、
行
政
任
せ
で
は
な
く
、
地
域

も
一
歩
前
に
出
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
公
共
交
通
が
あ
る
か
ど
う
か
が

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
る
こ
と
も
あ

り
、
利
用
者
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で
、

よ
り
よ
い
生
活
交
通
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

県立広島大学生活交通研究会　
事務局　加藤　博和さん●かとう・ひろかず

庄原市地域公共交通会議会長　　　
広島県立大学名誉教授　野原　建一さん

●のはら・けんいち
口和町自治振興区連絡協議会
会長　川﨑　綱人さん●かわさき・つなと

備北交通㈱　
社長　脇本　和男さん●わきもと・かずお

再編計画をきっかけに、
利便性を高めよう自分たちの生活交通は

自分たちで守ろう
地域にあわせた
工夫が大切

地域で生活交通を
再点検しよう

再編計画の内容やパブリックコメントによるご意見は
市ホームページに掲載しています。

有
識
者
に

聞
く

hear in the intellectual person

生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
計
画
の
策
定
に
携
わ
っ
た
庄
原
市
地
域
公
共
交
通
会
議
の

メ
ン
バ
ー
に
、今
後
の
生
活
交
通
の
あ
り
方
に
つい
て
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
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地
域
内
を
走
る
生
活
交
通
バ
ス
で
、

利
用
状
況
が
極
め
て
良
い
の
が
、

東
城
地
域
の
「
新
坂
線
」。
こ
の
路
線

が
運
行
す
る
新
免
地
区
で
は
、
自
治
振

興
区
が
中
心
と
な
っ
て
、「
バ
ス
を
利

用
し
よ
う
」
と
声
を
か
け
合
い
、
利
用

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

月
に
数
回
、
高
齢
者
が
声
を
か
け
あ

い
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
合
わ
せ
て
東
城

市
街
地
へ
出
か
け
て
い
た
こ
の
地
区

に
、
バ
ス
の
運
行
が
開
始
し
た
の
は
平

成
18
年
3
月
。
13
人
定
員
の
中
型
車
で

週
2
回
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

運
行
開
始
以
降
、
多
く
の
住
民
が
バ

ス
の
運
行
に
あ
わ
せ
て
生
活
サ
イ
ク
ル

を
変
え
、“
あ
れ
ば
安
心
”と
い
う
よ
り
、

バ
ス
は
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
免
自
治
振
興
区
の
久
岡
君
夫
会
長

は
「
バ
ス
の
利
用
状
況
が
良
い
の
は
、

こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
地
域
に
バ
ス

が
走
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
住
民
の
思
い

が
強
い
か
ら
」
と
話
し
ま
す
。
自
治
振

興
区
の
行
事
を
は
じ
め
、
老
人
会
や
女

性
会
の
会
合
は
、
バ
ス
の
運
行
日
を
外

し
て
計
画
し
た
り
、
高
齢
者
の
健
康
教

室
な
ど
で
集
ま
る
時
は
、
常
に
バ
ス
の

こ
と
を
話
題
に
し
た
り
し
て
、“
自
分

た
ち
の
バ
ス
”
と
い
う
共
通
の
認
識
を

持
つ
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

新
免
地
区
と
隣
接
す
る
神
石
高
原
町
の

住
民
へ
も
、「
東
城
の
町
へ
来
る
時
は
、

こ
の
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
」と
、

地
域
を
越
え
た
利
用
も
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

久
岡
会
長
は
「
地
域
が
元
気
に
な
る

た
め
に
は
、
高
齢
者
が
家
か
ら
出
て
、

買
い
物
や
会
合
に
参
加
し
て
元
気
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
。そ
の
た
め
に
は
、

生
活
交
通
の
確
保
は
ど
う
し
て
も
必
要

で
す
。
行
政
が
運
行
し
て
い
る
バ
ス
で

あ
っ
て
も
『
自
分
た
ち
の
バ
ス
だ
！
』

と
い
う
気
持
ち
を
地
域
み
ん
な
で
持

ち
、
生
活
交
通
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　全国的に、「地域主体」で生活交通

の確保に取り組んでいる事例が増えて

います。

①地域と事業者が連携した利用促進活動

　ルートやダイヤの協議、地域通貨の

導入やキャンペーン活動など、地域が

生活交通の応援隊となり、事業者が

連携した利用促進が図られています。

〈滋賀県米原市など〉

②バス回数券の購入

　水道料や電話料金と同じように「基

本料金」を負担しようという考え方に

より、地域の全世帯が回数券を購入し、

路線の収益率を上げています。〈福山

市など〉

③タクシーの共同利用

　地域が毎週決まった曜日にタクシー

を借り上げて共同利用することで、地

域住民の外出機会を確保しています。

運行経費は地域が負担し、利用者は

決められた利用料を地域に支払います。

〈三次市など〉

④ NPO・地域・行政が連携し生活交通

を核にしたまちづくりの取り組み

　まちづくり活性化バスを NPO が運行

し、商店街などが協力して協賛広告

を車内で掲示したり、地域通貨を発行

して、利用者に還元するなど、バスを

核にしたまちづくりの取り組みが行わ

れています。〈茨城県土浦市〉

こ
れ
ま
で
の
生
活
交
通
は
、
事
業
者

主
体
、
行
政
主
体
の
感
が
あ
っ
た

こ
と
は
拭
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
こ

に
地
域
の
声
が
加
わ
っ
て
い
け
ば
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
よ
り
効
率
的
で
要
望

に
沿
っ
た
運
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
は
こ
れ
か
ら
再
編
計
画
の

考
え
方
を
基
に
、
路
線
ご
と
の
具
体
的

な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
実
施
計
画
」

を
ま
と
め
ま
す
が
、
そ
こ
に
地
域
の
声

を
で
き
る
だ
け
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
生
活
交
通
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

や
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
含
め
る
と
、
そ

の
種
類
ご
と
に
担
当
課
が
異
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
タ
テ
割
り
行
政

で
、
効
率
的
な
運
行
が
で
き
て
い
な
い
の

で
は
」
と
いっ
た
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
市
は
生
活
交
通
の
関
係
課
で
組

織
す
る
「
庄
原
市
生
活
交
通
対
策
委
員

会
」
を
設
置
し
、
庁
内
の
連
携
を
深
め
、

効
率
的
な
運
行
で
、
で
き
る
だ
け
無
駄

を
省
く
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
交
通
事
業
者
や
地
域
主
体

の
取
り
組
み
で
生
活
交
通
を
確
保
し
て

い
く
た
め
、
庄
原
市
地
域
公
共
交
通
会

議
を
中
心
と
し
て
、
推
進
体
制
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

　

少
し
オ
ー
バ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

再
編
計
画
を
策
定
し
た
今
が
、
本
当
に

地
域
に
と
っ
て
必
要
な
生
活
交
通
を
確

保
し
て
い
け
る
か
否
か
の
大
き
な
転
換
点

で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。「
本

当
に
必
要
な
運
行
回
数
は
？
」「
交
通

手
段
の
確
保
の
た
め
、
地
域
で
で
き
る
こ

と
は
？
」
な
ど
、
地
域
で
、
も
う
一度
生

活
交
通
を
見
つ
め
直
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
総
意
に
基
づ
い
た
生
活
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
再
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

市
は
今
後
、
全
国
の
先
進
事
例
の
研

究
や
国
・
県
の
補
助
事
業
の
調
査
、
市
独

自
の
新
た
な
補
助
制
度
な
ど
、
地
域
で

主
体
的
に
検
討
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
メ

ニュ
ー
を
用
意
し
、
地
域
の
取
り
組
み
へ
の

支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
振
興
区
を
中
心
に
呼
び
か
け
、

地
域
に
も
出
か
け
て
い
き
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
生
活

交
通
の
あ
り
方
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　　市は生活交通について理解を深めていただくため、各

地域に出向き、出前トークや地域座談会を開催していま

す。地域で生活交通のあり方を話し合いたい方や、現在

の運行状況がどうなっているか知りたい方など、お気軽に

ご利用ください。

問い合わせ　 市民生活課生活安全係　☎ 0824-73-1154

生
活
交
通
の
確
保
に

支
援
体
制
を
整
備

「地域の人が大勢乗ったバス
を見るととてもうれしくなる」
と話す新免自治振興区の久
岡君夫会長。

バ
ス
利
用
を

地
域
で
声
か
け

新
免
自
治
振
興
区［
東
城
町
］

Life traffic皆さんと一緒に考えます。

地域主体のコミュニティ交通

市民生活課 

木
き

戸
ど

　一
かず

喜
よし

 課長

多くの人が利用する新坂線

地域が
動きだす

Area starts moving課長に
聞く

Hears in the section chief

もっと ずっと
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